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序 千葉県環境基本計画の見直しの背景 

 
 県では、「ずっと豊かで安心して暮らしていける千葉の環境を、みんなのちからで

築き、次の世代に伝えていく」を基本目標とした「千葉県環境基本計画」を

平成 20 年 3 月に策定し、同計画に基づき各種施策の推進に取り組んできました。 
 しかしながら、計画策定以降、県の自然環境や生活環境をめぐる状況は変化して

おり、新たな課題が生じています。 
 
 特に、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、新たな環境問題をもたら

したところであり、中でも福島第一原子力発電所事故により放出された放射性物質

への対応は、本県はもとより、我が国が初めて直面する重大な課題となっています。

 また、東日本大震災に起因する電力不足問題を契機としてエネルギー問題が大きな

議論となり、温室効果ガスの排出量削減に資する太陽光発電などの再生可能

エネルギー※の導入や省エネルギー・節電の一層の促進が求められています。 
 同震災では、埋立地を中心として県内各地において液状化－流動化現象が発生し、

建物や道路・上下水道等に大きな被害をもたらしましたが、その発生メカニズムに

ついては十分に解明されているとはいえず、引き続き対応が必要になっています。 
 
 さらに、大気汚染物質である微小粒子状物質（PM2.5）※については、平成 25 年

1 月、中国において PM2.5 による深刻な大気汚染が発生し、国内でも一時的に PM2.5
濃度の上昇が観測されたこと等により、県民の関心が高まっています。こうした中、

国においても、平成 25 年 2 月に注意喚起のための暫定的な指針を定めたところで

あり、PM2.5 の監視体制や発生メカニズムの解明及び対策の検討が求められて

います。 
 
 その他、フロンに関する包括的な対策を講じるためフロン回収・破壊法を改正

するなどの制度見直しが行われたほか、県においても、新たにヤード※の適正化に

関する条例の制定や千葉県バイオマス活用推進計画の策定などを行ってきました。 
 
 こうしたことから、計画策定以降に生じた新たな環境問題への対応、法令改正、

条例制定や個別計画の策定等を踏まえて、本計画の見直しを行ったところです。 
 今後とも、県民、市民活動団体、企業、市町村などと連携・協働して、計画の

着実な推進を図ってまいります。 
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主な見直しの内容 

◎ 東日本大震災に起因する新たな環境問題への対応 

○放射性物質による環境汚染への対応 … 第 3編 第 4章 第 6節 

・空間放射線量の監視体制の継続や、除染等の措置の円滑な推進、  

放射性物質を含む汚泥や廃棄物への対応を盛り込み、第 3 編 第 4 章に

「第 6 節 放射性物質による環境汚染への対応」を新設しました。 
・空間放射線量に関する新たな指標を設けました。 

○再生可能エネルギー等の導入促進 … 第 3編 第 1章 第 1節 

・「新エネルギーの導入・既存エネルギーの高度利用に係る当面の推進  

方策」に基づく、県としての取組や市町村・県民・民間事業者に対する

支援、周知啓発を盛り込みました。 
・再生可能エネルギー導入量に関する新たな指標を設けました。 

○液状化－流動化メカニズムの解明 

 … 第 3 編 第 4 章 第 4 節、同編 第 6章 第 3節 

・液状化－流動化の発生メカニズム解明への取組や有効な情報の提供に 

ついて盛り込みました。 

◎ その他の新たな環境問題への対応  

○ＰＭ２．５への対応 … 第 3編 第 4章 第 1節、同編 第 6章 第 3節 

・PM2.5 の常時監視や県民への注意喚起、発生メカニズムの解明に向けた

調査・分析や国等と連携した効果的な対策の検討を盛り込みました。 

○ヤードの適正化 … 第 3編 第 3章 第 1節 

・千葉県不法ヤード対策協議会を通じた関係機関との連携やヤード適正化

条例に基づく取組を盛り込みました。 
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千葉県環境基本計画の構成 

第１編 計画の基本的事項 

１．計画の基本目標 

(1) 私たちが直面する環境の危機 ～背景となる基本認識～ 

環境の危機 
○待ったなしで取り組まなければなら

ない地球環境の危機 
○将来に向けて、今きちんと取り組まな

ければならない身近な環境問題 

 ○根本的な要因は、人の活動の影響が自然の復元能力を

上回ってしまっていること。 
 
○人の活動が環境に大きな負荷を与えていることを一人

一人が認識し、日々の暮らしや経済活動のあり方を 見

直さなければならない。 

(2) 環境に関する私たちの権利と責務 ～この計画の基本目標～  

○将来この地に生まれ、この地に集う人々に対しても、現在この地に暮す人々と同様に、環境の恵みを  

享受する権利が保障されなければならない。私たちには、環境を守り育てる責務がある。 

基本目標：ずっと豊かで安心して暮らしていける千葉の環境 を みんなのちからで築き、次の世代に伝えていく 

 

３．目指す将来の姿 

 

  

ずっと豊かで安心

して暮らしていけ

る千葉の環境 

 

 

 

 

※この 3 つの側面は、一体不可分の連鎖の中にある

 
 
 

実現 

２．環境を守り育てる私たちの行動  

全 て の 県 民 が 

環境について考え、

行動する 

あらゆる施策に 

環 境 の 視 点 を  

入れる 

先進性の高い施策を展開、成果を全国に発信 

各主体が積極的に 

その役割を果たす

とともに、有機的に

連携、協働する 

４．各主体の基本的役割 

県民 市民活動団体 事業者 教育機関 市町村 県 

・暮らしのあり

方を見直し 
・できるところ

から実践 
・事業者や行政

の取組に関心 

・環境保全活動

の率先的取組 
・県民への情報

の伝達 
・事業者や行政

の取組を評

価・提言 

・事業活動に

伴う環境負荷

の低減 
・環境配慮型商

品、サービス

の提供 
・地域社会の

一員としての

貢献 

・環境教育の

実施、感受性

の育成 
・人材育成 
 （大学等） 
・研究成果の

還元（大学等）

・地域における

環境保全の 

中核 
・住民参加型 

施策の積極的

展開 
・自らの率先的

取組 

・総合的施策の

策定 
・システムや

活動の基盤

づくり 
・自らの率先的

取組 

 

第２編 今後の千葉県の環境政策の視点 ～横断的な視点～ 

１．環境に関する感受性を育み、自主的な取組を促進する 

２．環境への配慮を組み込んだ経済システムを築く 

３．環境の保全を地域づくりにつなげる 

４．環境への影響を予防する取組を進める 

５．千葉県の自然、産業、歴史などの特性を活かす 

６．協働を進めるための仕組みをつくる 

７．県域を越えた連携を図る 

 

地球温暖化を防止

する社会 

生物多様性が確保

され、自然と共生す

る社会 
健 全 な 循 環 が

維持される社会 
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第３編 施策の展開方向 

 

１ 地球温暖化防止に取り組む 

 １ 温室効果ガスの排出量削減 

２ 森林などによる二酸化炭素吸収の確保 

３ オゾン層保護のためのフロン対策 

２ 豊かな自然環境の保全・再生と生物 

多様性の確保 

 ４ 生物多様性保全に向けた総合的施策の展開 

５ 自然公園等による優れた自然環境の保全と活用 

６ 森林･農地･湖沼・沿岸域の環境の保全と再生 

７ 都市における緑と水辺のネットワークづくり 

８ 野生生物の保護と管理 

３ 資源循環型社会を築く 

 ９ ３Ｒ（リデュース･リユース･リサイクル）の推進

10 廃棄物の適正処理の推進と不法投棄の防止 

11 バイオマス利活用の推進 

12 残土の適正管理 

４ 安心できる健やかな環境を守る 

 13 良好な大気環境の確保 

14 騒音・振動・悪臭の防止 

15 良好な水環境の保全 

16 良好な地質環境の保全 

17 化学物質による環境リスクの低減 

18 放射性物質による環境汚染への対応 

５ 環境を守り育てる人づくり・ネット 

ワークづくり 

 19 環境学習の推進 

20 環境に配慮した自主的行動と協働の推進 

21 「ちば環境再生基金」の活用 

22 県域を越えた連携と国際環境協力の促進 

  ＜各施策を支える共通的・基盤的な施策＞ 

６ 環境を守り育てるための共通的・  

基盤的な施策の推進 

 環境と調和のとれた土地利用の推進 

環境影響評価制度の充実 

環境情報の提供と調査研究体制の充実 

 

第４編 計画の推進 

１．計画の推進体制  (1) 県における推進体制  (2) 各主体との連携、協働 

２．計画の進行管理 

３．指標の活用 
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